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川
越
城
中
ノ
門
堀
跡 

（
郭
町
一
丁
目
）

　

市
役
所
前
の
通
り
を
博
物
館
へ

向
か
う
途
中
に
、
川
越
城
の
「
中
ノ

門
堀
跡
」が
あ
り
ま
す
。
こ
の
堀
は
、

寛か
ん

永え
い

十
六
年（
一
六
三
九
）に
藩
主

と
な
っ
た
、
松
平
信の

ぶ

綱つ
な

の
時
代
に

造
ら
れ
ま
し
た
。

　

中
ノ
門
堀
は
、
敵
が
川
越
城
の

入
口
・
西
大
手
門（
現
在
の
市
役
所

の
辺
り
）か
ら
城
内
に
侵
入
し
て
き

た
場
合
を
想
定
し
造
ら
れ
た
、
防
御
施
設
で
す
。
西
大
手
門
側
か

ら
進
ん
で
き
た
敵
を
、
中
ノ
門
堀
を
含
む
三
本
の
堀
で
阻
み
、
本

丸
方
面
に
直
進
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
た
も
の
で
す
。
進
撃
の
歩
み

が
緩
ん
だ
と
こ
ろ
に
、
城
の
兵
た
ち
が
弓
矢
や
鉄
砲
を
射
掛
け
る

と
い
っ
た
構
造
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

堀
の
発
掘
調
査
で
は
、
西
側（
西
大
手
門
側
）と
東
側（
本
丸
側
）

で
、
堀
の
こ
う
配
を
大
き
く
変
え
て
い
る
と
い
う
興
味
深
い
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
西
大
手
門
側
で
三
〇
度
、
本
丸
側
で
六
〇
度

と
、
本
丸
側
の
堀
は
、
壁
の
よ
う
に
切
り
立
っ
た
状
態
と
な
っ
て

い
て
、
敵
の
行
く
手
を
阻
ん
で
い
た

の
で
す
。

　

現
在
、
中
ノ
門
堀
跡
で
は
、
堀
の

姿
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
整
備
工

事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
春
に
は
、
同
工
事
が
完
成
予

定
で
す
。
中
ノ
門
堀
跡
に
立
ち
、
往

時
の
川
越
城
に
、
夢
を
は
せ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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中ノ門堀の構造模式図中ノ門堀の構造模式図

編集後記

市税納期のお知らせ
　1月は、市県民税第4期・国民健康
保険税第7期の納期です。
　忘れずに納めましょう。
問�い合わせ…収税課収税管理担当・
TEL224−5686▶国民健康保険課
国保収納担当・TEL224−5837

　年末に自宅の大掃除をしていた

ら、学生時代に愛読した本を見つ

けました。懐かしさで掃除は一時

中断。ページをめくる度に、時が

さかのぼります▶今はケータイで、

小説を読む時代。情報も手元で簡

単に取得できます。紙ではなく、

インターネットを介した情報の入

手が盛んになってきています。雑

誌が廃刊となるニュースは、その

影響かもしれません▶今年は「国民

読書年」。愛読書をもう一度じっく

り読んでみたいと思います。
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くん（左
ひだり
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玉
ゆ

さん（右
みぎ
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世
せ

界
か い

の国
く に

から、こんにちは！

国
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際
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流
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課
か
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　張
ちょう

くん（小
しょう

学
がく

4年
ねん

生
せい

）は遼
りょう

寧
ねい

省
しょう

、林
りん

さん（中
ちゅう

学
がく

1年
ねん

生
せい

）は福
ふっ

建
けん

省
しょう

の出
しゅっ

身
しん

で、共
とも

に来
らい

日
にち

して3年
ねん

です。日
に

本
ほん

語
ご

の勉
べん

強
きょう

は、
日
にっ

本
ぽん

に来
き

てから。学
がっ

校
こう

の先
せん

生
せい

の勧
すす

めで、国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

センター
の日

に

本
ほん

語
ご

ジュニアクラスに参
さん

加
か

。日
に

本
ほん

語
ご

を勉
べん

強
きょう

している友
とも

達
だち

に会
あ

えたり、学
がっ

校
こう

で習
なら

わない日
に

本
ほん

語
ご

を学
まな

んだりするので、
毎
まい

週
しゅう

参
さん

加
か

するのが楽
たの

しみです。将
しょう

来
らい

の夢
ゆめ

は、科
か

学
がく

者
しゃ

になっ
て発

はつ

明
めい

をすること（張
ちょう

くん）、世
せか

界
い

中
じゅう

の国
くに

に行
い

って貧
まず

しい子
こ

供
ども

たちを助
たす

けること（林
りん

さん）です。
＊「クラッセで日

に

本
ほん

語
ご

ジュニアクラス」は毎
まい

週
しゅう

土
ど

曜
よう

日
び

、午
ご

後
ご

2時
じ

～4時
じ

、国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

センター（クラッセ川
かわ

越
ごえ

5階
かい

）で、
小
しょう

中
ちゅう

学
がく

生
せい

を対
たい

象
しょう

に開
かい

催
さい

されています。


